
  

 

✐ 私立高校の推薦受験について 

私立高校受験の種類（推薦、専願、併願、書類選考、オープンなど）の中で、推薦受験の場合には、本

校学校長の推薦が必要です。そのためには、高校の推薦の成績条件を満たすことはもちろんですが、『基本

的･社会的な生活習慣のルールを守り、推薦されるにふさわしい生活を送り、進学してもしっかりとした高

校生活をする意志がある』ことが必要です。高校側で提示する条件（人物・学力など）を満たす生徒を、中
．

学校長が所定の書類をもって推薦
．．．．．．．．．．．．．．．

します。出願及び試験日は一般受験者よりもかなり早く、結果も早く発表

されます。多くの場合、学力試験はありませんが、当日の面接や実技試験、中学校３年間の学習の記録や９

教科の成績、生活面での意欲・態度、活動の状況等で総合的に判断されます。 

公立高校には志願せず、私立高校 1校を推薦により志願します。入学試験は

1月２２日以降で、入学手続の締切りは一般的に合格発表後の数日間です。 

📄 推薦受験を進めるための手続き 

○釜利谷中学校における「推薦基準」 

次の１～５の項目に該当すること。 

１ 志願する高等学校等の教育方針・教育内容を理解し、志願する学科・コース等に対する明確な目的意

識を持って入学を強く希望する者。 

２ 志願する高等学校の学校生活に適応できる資質を有する者。 

３ 本人・保護者ともに進路に関する希望が一致していること。 

４ 各高等学校等が事前に発表している推薦条件に該当している者。 

５ 中学校 3年間の生活全般から見て、推薦にふさわしい人物であると判断できる者。 

○推薦者決定までの手順 

生徒・保護者から推薦入試に応じたい旨の申し出・・・早めに担任に申し出てください。 

  ↓ 

審  議・・・釜利谷中学校内の推薦委員会で慎重に審議し、学校として責任を持って推薦できる生徒を 

↓      選考します。 

校長面接・・・最終的に学校長の判断で決定します。 

  ↓ 

推薦希望生徒・保護者に連絡 

※推薦に相応しくない行為によって推薦取り消しにならないよう、推薦決定以降についても本人の自覚は

もちろん、学校・家庭が連携して生徒を見守っていく必要があります。ぜひご協力ください。 
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